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研究成果の概要（和文）： 

本研究は，ヒトの身体性が感覚系に及ぼす影響を目的として遂行した。実験方法としては，心

理学実験，脳機能画像解析，バーチャルリアリティ実験，リハビリテーション実験を用いる．

その結果，視聴覚交互作用におけるベクションの重要性，視線知覚において直視の重要性，触

覚的物体認知において物体中心の注意の重要性を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The present study investigated the effect of human physicality on sensation such as visual, 
tactile, and auditory senses by using psychological experiments, brain imaging, 
virtual-reality experiments, and rehabilitation experiments. We showed the importance 
of vection in audio-visual interaction, influence of direct gaze on gaze perception, and 
object-based attention in tactile object perception. 
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１． 研究開始当初の背景 

 
近年の実験心理学的研究には，マルチモーダ
ル性を重んじ，感覚と運動を一体のものとし
てとらえ，身体性を問題にするものが少なか
らず見られる。これらの研究の多くは，視覚，

聴覚，触覚などの多種の感覚系が統合し，認
識や運動に与える影響を取り扱っている。国
内学会では感覚運動協応に関する研究会や
シンポジウムが数多く開催されてきている。
ま た 国 際 学 会 と し て は International 
Multimodal Research Forum が 1999 年から



開催され，2011 年には日本での開催も計画さ
れている。 
 
２． 研究の目的 

 
本研究は，運動系が感覚系に及ぼす影響を調
べ，「操作感」を解明することを目的とした。
運動系が感覚系に及ぼす影響としてこれま
でに研究されてきたことには，眼球運動が視
覚に及ぼす影響や，頭部運動が音源定位に及
ぼす影響や，手の動きが触覚に及ぼす影響を
挙げることができる。しかしこれらは，網膜，
鼓膜，皮膚受容器といった感覚系の一次セン
サーの位置を運動系が動かすことにより生
じた現象である。それゆえ一般的な条件とは
言えず，研究から得られた知見を感覚系や運
動系の全般に拡張することはできない。これ
に対し「操作感」という概念は外界の物体に
対する運動系の効果を意味するので，一般性
が高く，研究テーマとしての広がりが大きい
それゆえ本研究では「操作感」の解明を目的
として実験を行った。 
 
３．研究の方法 
 
実験方法としては，心理学実験，脳機能画像
解析，バーチャルリアリティ実験，リハビリ
テーション実験を用いた。 
 
４．研究成果 
 
(1) 視聴覚交互作用 
まず視聴覚交互作用についてバーチャルリ
アリティ実験を用いて検討した。時間順序知
覚に関しては，聴覚系の方が視覚系よりも処
理精度が高いので，聴覚が視覚に影響するが
逆方向の影響はないことが知られているが，
この関係は，ベクションを導入すると逆転す
ることを示した。 
 
(2) 視線知覚 
次に視線知覚について，他者の視線を知覚す
るメカニズムを心理学実験により調べ，対面
する他者の視線方向が観察者を直視してい
るときは，注意をひきつける力が著しく強い
ことを明らかにした．また，対面する他者の
視線方向に注意が引きつけられることを，変
化検出課題を用いて明らかにした． 
 

(3) 触覚的物体認知 

心理学実験，脳機能画像解析，リハビリテー

ション実験を用いて，触覚的物体認知を調べ

た．触覚的な注意の移動を検出する装置を考

案・設計し，反応時間を計測する心理学実験

を行った．またリハビリテーション支援機器

を用いた実験を行い，反応時間を計測する心

理学実験を行い，リハビリテーション支援機

器の有効性を明らかにした．  
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